






地形の状態から水害時の
状況や地震時に液状化し
やすい場所などを知ること
ができる．
→地形の状態を示す地図

が地形分類図
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土地履歴調査地形分類図（国土交通省）
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10/1s3 にマンションの1階が水没した場所も旧河道
（治水地形分類図による）

利根川河岸の液状化地点（小荒井ほか， 2011) →

地理院地図で示した治水地形分類図

（国土地理院）

地形分類図から災害リスクを読

み取ることができる．

自然堤防：比較的水はけが良い
後背湿地：湛水しやすい

旧河道：洪水流が流れやすく，湛水し
やすい． 液状化が発生しやすい

谷底平野：土砂災害を受けやすい
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ハザー ドマップの気になる点を補う地形分類図

水につから
いのはなぜ
． ハザー ドマ

ブではわから

このオレンジ色で示

される部分は台地

である

地形分類図を見る

となぜ浸水想定域
から外れているのか

が一 目瞭然でわか

る．

地域の地形を実感的に把握する→地形の起伏を知る
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陰影図を重ねるだけで台地を刻む谷や池などが見えてくる

一般市民に向けて地形の起伏を感じてもらう

↓ 

地理院地図の活用

↓ 

地域の防災マップづくりや教育面での

活用も大いに期待できる

リアリティ ー のある情報伝達に貢献

j夜学-r
地形分類図と重ねると地形の状態がよくわかる

地理院地図で地形分類図に陰影起伏図を重ねる
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地形分類図に地形の起伏を示すとリアリティ ー が増す

の付近は周囲

やや低い後背
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加工していない土地条件図と陰影を付けて表示した土地条件図
たとえばA地点付近では盛土によって谷が堰き止められていることも実感的に理解できる．）

ハザー ドマップ： 一 般の人達
には実感が湧かない面があ
る

→
・ 地図を読む力が必要
・ わかりやすく伝える努力も必
要

地形がわかると土地条件が →
わかる

ハザー ドマップと地形分類図を
併用すると効果がある

リアリティーのある地図

地形を知り，土地条件がわ
かると，災害リスクを知ること
が出来る．

→ 地形の陰影起伏図を活用

地形がどのような災害と関連
→ しているのかという知識や想

像力をもって地形分類図を
身近なものとし， ハザー ドマッ
プを活用して欲しい

各種地形分類図や陰影起伏図は地理院地図等で閲覧できる
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：地理院地図の利用
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情報ポタン→土地の起伏を示した地図→陰影起伏図

情報ボタン→土地の特徴を
示した地図→土地条件図
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旧版土地条件図と陰影起伏図を重ねた図（名古屋市南区付近）
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